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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2019 年 5 月 7 日に公表いたしました 2020 年 3 月期（2019 年 4 月 1 日～

2020 年 3 月 31 日）の業績予想を修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１． 当期の連結業績予想数値の修正（2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日） 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１ 株 当 た り  

当 期 純 利 益  

前回発表予想（A） 
百万円 

850,000 
百万円 

26,000 
百万円 

27,000 
百万円 

20,500 
円 銭 

165.31 

今回修正予想（B） 820,000 21,500 22,000 17,300 139.50 

増減額（B－A） △30,000 △4,500 △5,000 △3,200  

増減率（％） △3.5% △17.3% △18.5% △15.6%  

（参考）前期連結実績 

（2019 年 3 月期） 
807,755 25,226 26,643 20,136 161.30 

 

２． 修正の理由 

 2020 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間においては、中国の景気減速に加え、米中の貿易摩擦の影響により世界

経済の成長は鈍化しております。中国、アジア地域における生産および投資活動は、当社が期初に想定していた

水準を下回っており、合成樹脂、ディスプレイ関連部材事業を中心に、当社グループ全セグメントにおいて低調

に推移いたしました。 

第 3 四半期連結会計期間以降の当社グループを取り巻く事業環境は依然として厳しく、通期の連結業績につき

ましては前回発表予想を下回る見込みとなりました。なお、当第 2 四半期連結会計期間において Prinova Group, 

LLC の持分を取得し、同社グループ各社を連結子会社化しておりますが、当社グループの通期業績に取り込まれ

る同社グループの業績は約 5か月間であること、および一時的な買収関連費用が相当程度発生していることから、

当期における連結業績への影響は限定的となる見込みです。 

なお、想定為替レートは 1 米ドル＝110 円から 108 円へ、1 中国元＝16.0 円から 15.4 円へ、それぞれ変更して

おります。 

 

（注）上記の予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績は様々な要因により、予想とは異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


